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■畜産共進会
畜産振興の発表の場。
優勝は、「背中の線
がまっすぐしている」 
との高評価を得た、さ
くら号。（直塚治長さ
ん出品）

　
　
月
　
日
、　

日
の
２
日
間

11

21

22

に
わ
た
り
、
秋
の
一
大
行
事
で

あ
る
産
業
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
　
月
後
半
の

11

開
催
と
い
う
こ
と
で
肌
寒
く
、

初
日
の
午
前
中
に
は
雨
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
連

日
朝
早
く
か
ら
出
店
に
買
い
物

に
来
ら
れ
る
方
、
作
品
展
示
を

見
に
来
ら
れ
る
方
な
ど
大
勢
の

人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
初
日
は
午
前
か
ら
セ
ン
タ
ー

集
会
室
で
海
藻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
、
海
士
町
の
海
藻

産
業
に
つ
い
て
の
講
演
と
、
濱

中
美
知
子
さ
ん
ら
海
藻
料
理
研

究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
海
藻
料
理
の
試
食
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
後
は
海
士
中
学

校
３
年
生
ら
が
環
境
に
関
す
る

発
表
を
行
い
、
続
い
て
海
士
の

水
産
業
の
今
後
を
考
え
る
住
民

討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
※

左
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
２
日
目
は
爽
や
か
な
秋
空
の

下
、
畜
産
共
進
会
で
生
産
者
が

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
自
慢
の

子
牛
た
ち
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
地
域
芸
能
祭
で
は
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
　
団
体
が
登
場
。

12

子
供
達
の
愉
快
な
演
目
や
、
熟

練
さ
れ
た
芸
に
魅
了
さ
れ
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
第
　
回
の
節
目
の
祭

40

り
で
す
。
例
年
以
上
に
盛
り
上
が

る
よ
う
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
 （
海
士
町
中
央
公
民
館
）

■身近にできるエコ講座
　今年のエコ講座は、『ダンボールコンポ

スト講座』。ダンボールを使って簡単に生

ゴミを堆肥に変えることができます。好評

につき、再度３月中旬に講座を開催しま

す。一緒に楽しく生ゴミを減らしましょう！

（問合せ閣教育委員会、井上
　　　　　　　　　　　℡：2・1221）

■ふるさと検定
　初めての開催となった『ふるさと検定』。

老若男女、様 な々方に受検していただき

ました。「これを機会に、海士町に住んで

いる方にももっとふるさとについて知っても

らえれば」（教育委員会、宮崎）

■地域芸能祭
（上）放課後児童クラブ「あまっ子」（保護者含む）の寸劇「がいなカブ」。子供２２人＋大人１０人の熱演で会場は大爆笑の渦！

（下）菱浦神楽同好会による島前神楽。力強い囃子にあわせての舞いは、芸能祭のトリにふさわしい圧倒的な迫力でした
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月
　
日
、
隠
岐
開
発
総
合
セ
ン

11

21

タ
ー
に
て
海
士
町
産
業
文
化
祭
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
海
士
町
の
自
然
・
資
源
・
文
化
が

調
和
す
る
産
業
の
再
構
築
に
向
け
、
自

然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
産
業
発
展

の
可
能
性
に
つ
い
て
海
士
町
住
民
の
間

で
意
見
交
換
し
て
頂
く
事
を
目
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
漁
業
関
係
者
を
中
心
に

多
く
の
方
々
が
参
加
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、「
海
士
町
の
海
藻
養
殖
と
展
望
」

（
東
京
海
洋
大
教
授
、
能
登
谷
正
浩

氏
）
、「
ア
カ
モ
ク
養
殖
の
経
緯
と
展

望
」（
宮
城
県
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
副

所
長
、
佐
々
木
久
雄
氏
）
、「
漁
村
振
興

の
あ
り
方
と
海
藻
産
業
の
将
来
」（
東

京
海
洋
大
教
授
、
婁
 小
波
氏
）、「
海

士
町
の
新
し
い
食
材
海
藻
と
料
理
」

（
海
藻
料
理
研
究
グ
ル
ー
プ
、
濱
中
美

知
子
氏
）
な
ど
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
午
後
に
は
海
士
中
学
校
3
年
生
ら

が
、
今
年
４
月
か
ら
学
習
し
て
き
た
海

士
町
の
環
境
に
つ
い
て
の
発
表
会
を
実

施
。
水
、
海
、
ゴ
ミ
、
食
の
４
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。（
上
写
真
）

　
続
く
住
民
討
論
会
で
は
、海
士
町
に

お
け
る
漁
業
の
在
り
方
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
、
海
士
町
漁
業
協
同
組
合

員
を
中
心
に
活
発
な
意
見
交
換
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
他
県

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
海
藻
養
殖
産

業
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
有
識
者
の

方
に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
専
門
家
、
漁
業
関
係
者
、
地
元
中
学

生
と
い
っ
た
異
な
る
世
代
や
背
景
の

人
々
が
一
堂
に
会
し
、
海
士
町
の
将
来

の
水
産
業
の
在
り
方
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
、
非
常
に
意
義
深
い
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
創
出
課
）

■『
海
と
、
向
き
合
う
。
』
 海
藻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

【試食会で参加者に大好評だった、おいしい海藻料理の数 （々監修：濱中美知子氏）】

●ツルアラメの炒め煮

●アカモクうどん ●ヒロメのすし

●ミリンとヒロメの酢味噌かけ

※レシピの詳細については、産業創出課までお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　℡：08514・2・1832（担当：鎌田）

《寄付へのお礼》

　産業文化祭においては、呈茶グループ

をはじめたくさんの方から寄付の御協力

を頂きました。皆様から頂いた寄付金に

つきましては、隠岐開発総合センターの

備品等の購入に充てさせていただきます。

御協力、誠にありがとうございました。

　　　　　　　　　海士町中央公民館

■
植
林
活
動

　
　
月
　
日
、
漁
業
者
を
中
心
に
約

11

22

１
０
０
名
が
松
や
コ
ナ
ラ
な
ど
を
植

え
る
植
林
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
海
に
土
砂
が

流
れ
込
む
の
を
防
ぎ
、
海
の
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
海
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
皆
で
考

え
て
ゆ
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的

に
活
動
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
  　
（
産
業
創
出
課
）


